
講師プロフィール：都市政策専門家。イギリス出身。「イン
ターカルチュラルシティ」というコンセプトの生みの親であり、
欧州を中心に世界各国の都市にアドバイスを行なっている。
インターカルチュラルシティのバイブルともいえる書籍 The 
Intercul tura l  C i ty :  P lanning for  D ivers ity Advantage
を、「クリエイティブ・シティ」を提唱し、都市の文化戦略の世
界的権威であるチャールズ・ランドリー氏と共に執筆した。

欧米諸国では、反移民勢力が大きな影響力を発揮するようになったが、移民を受け
入れた都市は、移民がもたらす多様性を活力の源泉としてきた。そうした都市のネット
ワークとして広がっているのが、欧州評議会が2008年に始め、120以上の都市が参加
するインターカルチュラルシティ・プログラムである。

本講義では、今年度、日本の都市として初めて同プログラムに参加する浜松市を視
察するために来日するフィル・ウッド氏が、浜松市の多文化共生の取り組みの評価を
語る。また、インターカルチュラルシティの取り組みを参考に、日本で活動する二人の討
論者とともに、日本の多文化共生の今後の方向性について考える。
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